
　大正 12 年 (1923)9 月 1 日午前 11 時 58 分、関東地方にマ
グニチュード 7.9 と推定される大地震が発生しました。この地
震により、家屋の倒壊や火災などによる大きな被害が出ました。
当時の東京市においては、地震発生直後から各所で発生した火
災により、焼失面積は市域全面積の 43.6% に及んだといわれ
ます。
　震災後、復興事業を担う帝都復興院が設立され、内務大臣を
務めていた後藤新平が総裁に就任し、後藤が中心となって帝都
復興計画が作成されました。本計画をもとに、主に焼失区域に
おいて、街路、橋梁、河川、運河、公園及び土地区画整理等の
事業が行われ、都市基盤施設が整備されていきました。特に地
震によって発生した火災による被害は甚大であったものの、公
園緑地や広場が焼け止まりとして機能したことを受け、公園の
設置の重要性が高まりました。帝都復興計画によって設置され
た公園は「震災復興公園」といわれ、国の計画による三大公園

（浜町公園、隅田公園、錦糸公園）と、東京市の計画による 52
か所の小公園が設置されました。
　台東区においても、火災による焼失面積は区域全面積の約
48% に達し、旧浅草区では浅草寺境内と一部地域を除く約
96% が焼失するほどの甚大な被害を受けました。しかし、帝都
復興計画により、江戸期の町割を活かしながら都市基盤施設が
整備され、その骨格が現在の街並みにも活かされています。

　小公園は、不燃化・耐震化された鉄筋コンクリート造の小学校に隣接して 52 か所に整備されました。近隣住民の憩いの場や地域コ
ミュニティの中心、地域における防災拠点のほか、校庭の延長や教材園等の役割を担うものでした。面積は約 3,000㎡を標準として、
小学校の児童数や学校敷地の広狭等を考慮して配置されました。
　園内の一角は児童の遊び場とし、滑り台、ブランコ、ジャングルジム、砂場等が設置されました。そのほか、休憩所、日除棚（藤
棚）、ベンチ、照明灯、飲用水栓、壁泉、トイレ、管理人詰所等が適所に配置されました。小公園は、その公園が立地する周辺地域の
利用を想定したものであり、平日昼間は主に児童の運動や遊びで利用されましたが、それ以外は大公園と同様に、住民の休養、散策、
催事等で利用されました。また、公園の管理運営においては、隣接する学校や町会の支援がありました。
※時代の経過とともに 3 か所が消滅し、当時は 52 か所ありましたが、現在は 49 か所が残されています。

　大公園は周辺環境を考慮した配置とし、東京市の商工業中心
地域に浜町公園（中央区日本橋浜町 2-59-1）と錦糸公園（墨
田区錦糸 4-15-1）、隅田川の両岸に隅田公園（台東区浅草 7-1 他）
の計 3 か所が設置されました。面積はいずれも 4 万数千㎡以上
の規模があり、園内周囲を緑陰樹で囲み、散策や休養をしやす
いように整備されました。小公園にある施設に加え、園内の一
角に運動施設（水泳場、競技場、運動場等）も設置され、広く
一般に利用される公園でした。

　台東区には三大公園の一つである隅田公園があります。隅田川を挟んで浅草（台東区側）と本所（墨田区側）の両岸に広がり、距
離約 1,300m にわたる日本初のリバーサイドパーク（臨川公園）です。帝都復興計画により、本所側は墨堤の桜並木を復活させ、そ
の間に園路を設けることで、四季を通じて墨堤の面影を懐かしむことができる場所になりました。また、旧徳川公爵邸跡を含む日本
庭園も整備されました。浅草側は墨堤の桜並木に対して柳並木を植栽することで、休養や散策ができる公園として整備されました。
現在、台東区側に柳並木の面影は残されていませんが、遊具広場や台東リバーサイドスポーツセンターなど、今も開設当時と同等の
機能を有しており、桜の名所として春は多くの花見客で賑わいを見せる公園となっています。

　台東区内の小公園は 15 か所あり、その数は区立公園の約 3 割を占めています。改修や老
朽化した施設の更新を重ねてきており、ほとんどの公園で開設当初の施設や意匠を見ること
はできませんが、広場を中心として周囲に日除棚（藤棚）や遊具コーナー、植栽を配する基
本的な施設配置は、多くの公園で継承されています。隣接する小学校校庭とは、大型の門扉
等で仕切られ、公園広場との一体利用を考慮した空間となっているところもあります。
　改修においては、住民との話し合いのもと、災害用トイレやかまどベンチなどの設置によ
る防災機能の強化を図り、隣接する学校や住民が管理する花壇を設置するなど、地域コミュ
ニティの中心や地域の防災拠点としての役割を果たしています。

復興大小公園の図
　資料提供：「帝都復興事業図表（部分）」【東京都立図書館】

当時の公園写真（台東区側の隅田公園）
資料提供：「復興公園写真（部分）」【東京都立図書館】

開設当初の公園平面図（隅田公園全体）
資料提供：（公財）東京都公園協会

当時の公園写真（西町公園）
　資料提供：（公財）東京都公園協会

当時の公園写真（精華公園）
　資料提供：（公財）東京都公園協会

当時の公園写真（金杉公園）
　資料提供：（公財）東京都公園協会

【隅田公園】

【台東区の復興小公園】

【復興小公園の整備の考え方】
　小公園の設置にあたっては、「教育」「防災」「憩い」の考え方をもとに整備が行われました。

開設当初の公園平面図（小島公園）
資料提供：（公財）東京都公園協会

教育
・ 学校教材園の補助となるよう、なるべく多種類の植物を植栽する。
・ 学校との境界に設ける柵は、管理上必要な程度の簡易なものとする。
・ 児童が大勢で運動しやすいよう、広場は目の細かい砂で舗装し、枝が支障になら

ないよう高い緑陰樹を配植する。（敷地の 60% を広場等に整備）

防災
・ 不燃化・耐震化された鉄筋コンクリート造の小学校に隣接させる。
・ 園内周囲は主として燃えにくい常緑広葉樹を植栽する。（敷地の 40% を樹林と花

壇に整備）
・ 道路側の柵は低くすることで、非常時に公園内へ避難しやすくする。

憩い
・ 小学校に隣接して設置することで、地域コミュニティの中心的存在として位置付

ける。
・ 散策路や休養のためのベンチを設置する。
・ 広場に面した日除棚（藤棚）等を設置する。

帝都復興計画による公園整備

復興大公園（三大公園）

復興小公園

【遊び・学びの場】
子どもが安心して楽しく遊び、 
学ぶことができる環境を整備

【地域の防災拠点】
災害に備えた地域の防災力の向上

【地域の憩いの場】
身近な場所にある

誰もが集える場所を整備
プールの飛込台 児童の遊び場 山谷堀と隅田川の合流地点（舟溜り） 園路


